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介護実践者等養成事業 

を知る

は、介護実務者とその指導的立場にある者を対象に認知症の介護・支援に関する理念、 

知識及び技術の修得を図ることで認知症介護の専門職員を養成し、 

認知症の状態にある方に対する介護サービスの充実を図ることを目的とする研修です。 

 

またこの研修は、介護保険の地域密着型サービス事業所の指定基準等で 

受講を義務付けている法定研修にも該当します。 



認知症ケアに特化した専門（法定）研修制度の歴史的転換 

02| 

06|  

研修に関する問い合わせ先 

03|  

05|  現在の認知症介護研修の体系 
指定地域密着型サービスに求められている研修修了者の配置 

研修の概要Ⅰ「認知症介護基礎研修」 

07|  研修の概要Ⅱ「認知症介護実践者研修」 

08|  研修の概要Ⅲ「認知症介護実践リーダー研修」 

09|  研修の概要Ⅳ「認知症介護指導者養成研修」 

10|  千葉市認知症介護指導者に聞く 

令和 3年度 千葉市認知症介護「基礎研修・実践者研修・実践リーダー研修」 
日程及び申込期間 

13|  

14|  研修の概要Ⅴ「認知症対応型サービス事業管理者研修」 

15|  研修の概要Ⅵ「認知症対応型サービス事業開設者研修」 
「小規模多機能型サービス等計画作成担当者研修」 

16|  認知症介護実践者研修・実践リーダー研修・認知症介護指導者養成研修は、 
加算算定の要件に該当する研修 

17|  資料編 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

C   N T E N T S 
本書に掲載している情報は、令和 3 年 5 月 15 日時点のものです。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【研修の情報：URL】https://www.city.chiba.jp/hokenfukushi/hokatsucare/index.html 

または 

 

 

 

 

携帯端末（スマートフォン・携帯電話）からは、下記QRコードを読み取りください。 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

公式ホームページには、研修ごとに 

■ 受講対象者 ■ 研修内容・カリキュラム ■ 研修日程・場所 ■ 研修費用 ■ 申込方法 ■ 申込期間 

の情報が掲載されているほか、 

 

「受講推薦兼申請書」の印刷 ならびに 電子申請による受講申込が可能 です。 

 

研修に関するお問い合わせは 

〒260-8722 千葉市中央区千葉港1番1号 千葉市役所1階 

e-mail：hokatsucare.HW@city.chiba.lg.jp 

電話：043-245-5267 

FAX：043-245-5293 
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痴呆性老人処遇技術研修事業 

認知症介護指導者養成研修 （旧称：痴呆介護指導者養成研修） 

認知症ケアに特化した 
専門（法定）研修制度の歴史的転換 

痴呆介護実務者研修【基礎課程・専門課程】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

認知症介護指導者養成研修は、2001（平成 13）年度に創設・開始された痴呆介護実務者研修（現：

認知症介護実践研修）の企画・立案・実践を行う人材（認知症介護指導者）を育成するための研修です。 

またこの研修は、介護保険施設・事業所等における認知症介護の質の向上と、地域の各機関における

連携体制の構築を推進するのに必要な能力を身につけ、認知症の状態にある方に対する地域全体の介護

サービスの充実を図ることも目的とされています。 

尚、研修の実施主体は都道府県・指定都市で、東京・仙台・大府にある認知症介護研究・研修センタ

ーが委託を受けて研修を実施します。 

認知症の状態にある方について、処遇技術に関する臨床的な研究を行うとともに、認知症介護に関す
る研修のための全国的な連携体制（ネットワーク）を形成して、認知症介護の専門職員の養成を行い、
全国の高齢者福祉施設や在宅サービスの現場等にその成果を普及させることを目的に、全国3か所（東
京都杉並区、愛知県大府市、宮城県仙台市）に（旧称：高齢者痴呆介護認知症介護）研究・研修センタ
ーが設置され、2001（平成13）年度より本格的に運営が開始されました。 
この3センターで、後述の認知症介護指導者養成研修が実施されています。 

わが国における初めての認知症ケアに特化した専門研修制度（人材養成）

は、1984（昭和 59）年度にスタートした「痴呆性老人処遇技術研修事業」

です。 

この研修は実施主体を都道府県・政令市とし、1999（平成 11）年度まで

の16年間実施されました。研修対象者は特別養護老人ホーム（以下「特養」。）

の寮母（現：介護職員）等の職員。特養で痴呆性老人（認知症の状態にある

方）を積極的に受け入れることができるようにするという考えのもと、特養

職員に痴呆性老人（認知症の状態にある方）への処遇に関する実践的研修を

行い、処遇技術の向上を図ることを目的としていました。 

「痴呆介護研修事業の円滑な運営について」（平成 12 年10 月25 日老計第 43 号厚生省老人保健福

祉局計画課長通知）により、2001（平成13）年度から2004（平成16）年度まで実施主体を都道府県・

政令市として実施された研修で、認知症ケアに特化した専門研修制度として初めて研修時間や研修科

目をまとめた標準カリキュラムが示されました。 

対象者は基礎課程が「身体介護に関する基本的知識・技術を修得している者」、専門課程が「基礎

課程修了又はそれに相当する知識・技術を有している＋介護業務に概ね5年以上従事した経験を有し

ている者」とされ、痴呆性老人処遇技術研修事業と違い研修対象者の幅を拡げた（特養職員以外も受

講可）とともに、研修のステップアップ化が図られました。 

ちなみに、現行の実践者研修は基礎課程が、実践リーダー研修は専門課程が改訂された研修です。 
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認知症対応型サービス事業管理者研修 
認知症対応型サービス事業開設者研修 
小規模多機能型サービス等計画作成担当者研修 

これまで「認知症介護実践者等養成事業の実施について（平成18年 3月31老発第0331010号厚生
労働省老健局長通知）」に基づき実施されてきた認知症介護実践研修等について、「研修の実施主体によ
る実施状況（研修日数、受講料等）の格差」「同一研修内でのカリキュラムの重複や受講者評価の実施
の必要性」等の課題が指摘され、研修の具体的な見直しが検討されました。 
 また、2015（平成27）年1月に策定された「認知症施策推進総合戦略（新オレンジプラン）」におい
て、新たに「認知症介護基礎研修」を導入することを含め良質な介護を担う人材の確保を行うことや、
既存の研修についても必要な研修内容の見直し等を設定し、計画的に養成を行うことを規定しました。 
 
 以上の経緯を経て、2016（平成 28）年度から「認知症介護実践研修（実践者研修・実践リーダー研
修）」の新標準カリキュラムが国から発出、平成28年4月1日（1年間の猶予期間を設定）から施行 
され、「認知症介護基礎研修」も創設されました。 

認知症介護実践者研修・実践リーダー研修 カリキュラム見直し 
認知症介護基礎研修の創設 

認知症介護実践研修【実践者研修・実践リーダー研修】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2006（平成18）年度は介護保険法改正が行われ、新しいサービス形態として「地域密着型サービス」
誕生し、地域密着型サービスの指定・運営基準に規定される研修として定められたのが上記研修です。 

2006（平成 18）年度は、「認知症介護実践者等養成事業の円滑な運営について（平成 18 年 3 月 31
日老計発0331007号厚生労働省老健局計画課長通知）」、「認知症介護実践者等養成事業の実施について
（平成18年3月31老発第0331010号厚生労働省老健局長通知）」が国より発出され、本通知に認知症
介護実践研修（実践者研修・実践リーダー研修）、認知症介護指導者養成研修、認知症介護指導者フォ
ローアップ研修も含まれたことにより、現行の認知症ケアに特化した専門研修制度が確立しました。 
尚、上記3研修は、翌年の2007（平成19）年度から開催を開始する自治体が多くありました。 
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これまで認知症対応型共同生活介護（以下「グループホーム」。）については、管理者が「認知症介護実
務者研修基礎課程」を受講することが指定要件の一つでしたが、管理者はグループホームを管理・運営し
ていくための知識が必要であるとのことから、2005（平成17）年度から「認知症高齢者グループホーム管
理者研修」設けられました。 
研修内容は認知症介護実践者研修の必修科目1,200分＋グループホームの管理運営540分で、実践者研

修と科目内容が共通している部分があることから、実践者研修との共同開催も可とされていました。 
しかし、翌年 2006（平成 18）年度から「認知症対応型サービス事業管理者研修」が定められることか

ら、この研修は短期間で廃止となりました。 

更なる認知症介護の質の向上を図るためであり、現行の実務者研修・基礎課程は認知症対応型共

同生活介護の指定要件の一つであるため、国は「認知症介護研修等事業の円滑な運営について（平

成17年5月13日老計発第 0513001号厚生労働省老健局計画課長通知）」を発出し、それまで実施

されていた「認知症（痴呆）介護実務者研修（基礎課程・専門課程）」を、2005（平成 17）年度よ

り「認知症介護実践研修（実践者研修・実践リーダー研修）」とし、標準カリキュラムをこれまでの

研修内容と比較して大幅に刷新しました。 

 

また、これまでの実務者研修・基礎課程の実施状況について自治体によって研修時間に較差が生

じていたことから、実践者研修には最低限満たさなければいけない「必修時間」と、必ず研修カリ

キュラムに盛り込まなければいけない「必修科目」が定められました。 

なお、新しい研修内容に移行するために 1 年間の経過措置が設けられたので、多くの都道府県・

指定都市が翌年2006（平成18）年度から、実践者研修・実践リーダー研修を実施しました。 



 

2021年現在の 

認知症介護研修の体系 

 

 

研修カリキュラムの見直し・研修時間の短縮・eラーニングの導入 

下記の指定地域密着型サービスでは指定基準により、国

が「認知症介護実践者等養成事業」に定める各研修の修了

者の配置が義務付けられています。研修修了者がいない場

合は、指定及び指定更新が行えません。 

指定地域密着型サービスに 
求められている研修修了者の配置 

認知症介護基礎研修及び認知症介護実践研修を企

画・立案し講師を務める能力、さらに地域全体の介

護の質の改善について指導する能力を修得します。 

適切な認知症介護を提供できるケアチームを構築

するための、さまざまな知識・技術を修得します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業所業種 対象者 実践者研修 
実践リーダー

研修 
管理者研修 開設者研修 

計画作成担当

者研修 

認知症対応型共同生活介護 

管理者 ●① - ●② - - 

代表者 - - - ● - 

計画作成担当者 ● - - - - 

短期利用共同生活介護算定

要件における「十分な知識

を有する介護従業者」 

●① ●② - - - 

(看護)小規模多機能型 

居宅介護 

管理者 ●① - ●② - - 

代表者 - - - ● - 

計画作成担当者 ●① - - - ●② 

認知症対応型通所介護 管理者 ●① - ●② - - 

※旧痴呆介護実務者研修（基礎課程）を修了した人は、認知症介護実践者研修を受講する必要はありません。 

※表中①の研修を修了後、②の研修を受講することができます。 

 

 認知症介護指導者養成研修  

 認知症介護実践リーダー研修  

 認知症介護実践者研修  

 認知症介護基礎研修  

 

実践者研修修了が受講要件 

認
知
症
介
護
実
践
研
修 
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令和3年4月1日  

※認知症介護実践研修については、令和3年4月1日から１年6か月間（令和4年9月30 日まで）の猶予期間を想定 

認知症についての理解のもと、本人主体の介護を行い、

できる限り認知症の進行を遅らせ、行動・心理症状

（BPSD）を予防できるよう、適切な認知症介護を提供

するための理念や知識・技術を修得します。 
  

小規模多機能型サービス等 
計画作成担当者研修 

認知症対応型サービス事業 
開設者研修

認知症対応型サービス事業 
管理者研修

 認知症の状態にある方や家族の視点を重視しながら、本人主体の介護を遂行する上で基礎的な知識・技術とそれを実践する際の考え

方を身につけ、チームアプローチに参画する一員として基礎的なサービス提供を行うことができるようにすることを目指します。 

ステップアップ 

ステップアップ 

ステップアップ 

認知症施策推進大綱（令和元年6月18日）では、認知症についての理解のもと本人主体の介護を行い、できる限り認
知症症状の進行を遅らせ、BPSD を予防できるよう、認知症介護実践研修等を推進することや、研修の推進にあたって
は、eラーニングの部分的活用の可能性を含めた、受講者がより受講しやすい仕組みについて引き続き検討していくこと
が規定されました。 
以上のことから、認知症介護実践研修等について、研修の質を確保しつつ受講しやすい環境を整備するため、科目ご

との時間数の統合を図るなどのカリキュラムの見直しが行われるとともに、基礎研修の全面ｅラーニング化、指導者養
成研修へのeラーニング（同時双方向型）の導入が行われる予定です。 

※令和3年度より、全介護サービス事業者（無資格者がいない訪問系サービス（訪問入浴介護を除く）、福祉用具貸与、居宅介護支援を除く）において、 
介護に直接携わる職員のうち医療・福祉関係の資格を有さない者は、基礎研修の受講が義務付けられました。 

なお、義務付けには3年間の経過措置期間、新採用職員の受講は1年間の猶予期間があります。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅰ 
 【「認知症介護実践者等養成事業の円滑な運営について」（平成１８年３月３１日老計発0331007号 

厚生労働省老健局計画課長通知）より】

本研修は、認知症介護に携わる者が、認知症の人や家族の視点を重視しながら、

本人主体の介護を遂行する上で基礎的な知識・技術とそれを実践する際の考え方を

身につけ、チームアプローチに参画する一員として基礎的なサービス提供を行うこ

とができるようにすることをねらいとする。 

実施主体：千葉市 

実施機関：社会福祉法人千葉市社会福祉協議会 

【千葉市保健福祉局地域包括ケア推進課ＷＥＢより】 

（厚生労働省の定める標準カリキュラムによる）講義・演習 400分【 1日 】 

認知症の状態にある人が有する能力に応じ自立した日常生活を営むことを支援する専門職を目指して 

「認知症についての知識」「認知症介護の注意点」などを学びます。  

本研修は、千葉市認知症介護指導者が 
研修カリキュラムの作成、研修の運営に携わり、講師として登壇する研修です。 

こちらのQRコードから 
「千葉市認知症介護基礎研修」 

の案内にアクセスできます。 

1,000円(教材料費等) 

※この他にテキストを別途ご用意いただきます。 

原則として 24名 

※申込者多数の場合は抽選を行います。 

令和３年度の介護報酬改定にともなう省令改正により、令和３年度から、全介護サービス事業者（無資格者がいない訪

問系サービス（訪問入浴介護を除く）、福祉用具貸与、居宅介護支援を除く）において、介護に直接携わる職員のうち医療・

福祉関係の資格を有さない者は、基礎研修の受講が義務付けられました。 

なお、義務付けには３年間の経過措置期間、新採用職員の受講は１年間の猶予期間があります。 

【千葉市保健福祉局地域包括ケア推進課ＷＥＢより】 

千葉市内に所在地を有する 

● 介護保険法第 8条第 24項に規定する介護保険施設 

● 介護保険法第 41条に規定する指定居宅サービス事業者  

● 介護保険法第 42条の 2に規定する地域密着型サービス事業者 

 

などに従事する介護職員で、適当と認められる方。 
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【千葉市保健福祉局地域包括ケア推進課ＷＥＢより】

次の 1～3をすべて満たす方。 

1. 千葉市内に所在地を有する  

A.介護保険法第 8条第 24項に規定する介護保険施設  

B.介護保険法第 41条に規定する指定居宅サービス事業者  

C.介護保険法第 42条の 2に規定する地域密着型サービス事業者 

    などに従事する介護職員で、適当と認められる方。  

2. 身体介護に関する基本的知識・技術を有する方であって、概ね経験 2年程度の方。  

3. 全日程出席可能な方。 

本研修は、千葉市認知症介護指導者が研修カリキュラムの作成、
研修の運営に携わり、講師として登壇する研修です。 

 

Ⅱ 

 

認知症介護実践研修 

【千葉市保健福祉局地域包括ケア推進課ＷＥＢより】 

（厚生労働省の定める標準カリキュラムによる） 

講義・演習・実習評価 2,400分【 6日間 】／自施設実習 4週間 

認知症の状態にある人が有する能力に応じ自立した日常生活を営むことを支援する

専門職を目指して「認知症についての知識」「専門職としての姿勢と視点」「課題解決

の方法」などを学びます。       

※
研
修
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
は
、
自

施
設
実
習
が
含
ま
れ
ま
す
。 

受
講
生
は
自
施
設
・
事
業
所
に

お
い
て
、
研
修
で
設
定
し
た
課

題
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す

の
で
、 

所
属
長(

管
理
者)

の

同
意
を
得
て
か
ら
、
お
申
込
み

く
だ
さ
い
。 

 施
設
・
事
業
所
様
へ 

自
施
設
実
習
は
、
そ
の
期
間
と

実
習
の
課
題
等
を
他
の
職
員

の
方
へ
も
周
知
し
、 

実
習
内

容
に
協
力
し
て
い
た
だ
く
な

ど
、
施
設
・
事
業
所
全
体
と
し

て
取
り
組
ん
で
い
た
だ
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。 

受
講
生
が
実
習
期
間
中
で
あ

る
こ
と
に
十
分
ご
留
意
い
た

だ
き
、
本
研
修
の
効
果
的
な
実

施
の
た
め
、
実
習
課
題
に
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

実施主体：千葉市 

実施機関：社会福祉法人千葉市社会福祉協議会 

認知症対応型共同生活介護の 

計画作成担当者に従事する場合は、 

本研修を修了することが 

指定要件上、必要です。 

【「認知症介護実践者等養成事業の円滑な運営について」（平成１８年３月３１日老計発0331007号厚生労働省老健局計画課長通知）より】 

認知症介護実践者研修は、認知症についての理解のもと、本人主体の介護を行い、生活の質の向上を図 

るとともに、行動・心理症状（BPSD）を予防できるよう認知症介護の理念、知識・技術を修得するととも 

に、地域の認知症ケアの質向上に関与することができるようになることをねらいとする。 

5,000円(教材料費) 

こちらのQRコードから 
「千葉市認知症介護実践者研修」 

の案内にアクセスできます。 

28名 

※新型コロナウイルス感染拡大防止のため、受講者数は変更する可能性があります。 
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「認
知
症
介
護
実
践
リ
ー
ダ
ー
研
修
修
了
」が
、 

「認
知
症
介
護
指
導
者
養
成
研
修
」の
受
講
要
件
の
一
つ
で
す
。 

本
研
修
を
修
了
し
、
ぜ
ひ
、
次
の
ス
テ
ッ
プ
へ
進
ん
で
下
さ
い
。 

認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
事
業
所
が
短
期
の
利
用
者
を 

受
け
入
れ
る
に
は
、
「認
知
症
介
護
実
践
リ
ー
ダ
ー
研
修
」修
了
者

の
配
置
が
必
要
で
す
。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

認知症介護実践研修 
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※
研
修
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
は
、
自

施
設
実
習
が
含
ま
れ
ま
す
。 

 

受
講
生
は
自
施
設
・
事
業
所
に

お
い
て
、
研
修
で
設
定
し
た
課

題
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す

の
で
、 

所
属
長(

管
理
者)

の

同
意
を
得
て
か
ら
、
お
申
込
み

く
だ
さ
い
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 施
設
・
事
業
所
様
へ 

自
施
設
実
習
は
、
そ
の
期
間
と

実
習
の
課
題
等
を
他
の
職
員

の
方
へ
も
周
知
し
、 

実
習
内

容
に
協
力
し
て
い
た
だ
く
な

ど
、
施
設
・
事
業
所
全
体
と
し

て
取
り
組
ん
で
い
た
だ
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

受
講
生
が
実
習
期
間
中
で
あ

る
こ
と
に
十
分
ご
留
意
い
た

だ
き
、
本
研
修
の
効
果
的
な
実

施
の
た
め
、
実
習
課
題
に
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 
 
 
 

【千葉市保健福祉局地域包括ケア推進課ＷＥＢより】

（厚生労働省の定める標準カリキュラムによる） 

講義・演習・実習評価 4,420分【 11日間 】／他施設実習 3日／自施設実習 4週間 

「認知症介護のための組織論」「人材育成のための技法」「チームケアのための事例演習」などを学ぶこと 

により、実践リーダーとしての実践力向上を目指した内容の研修です。 

実施主体：千葉市 

実施機関：社会福祉法人千葉市社会福祉協議会 

本研修は、千葉市認知症介護指導者が研修カリキュラムの
作成、研修の運営に携わり、講師として登壇する研修です。 

7,000円(教材料費) 原則として 20名 

こちらのQRコードから 
「千葉市認知症介護実践リーダー研修」 

の案内にアクセスできます。 

 

Ⅲ 

認
知
症
介
護 

研
修 

【「認知症介護実践者等養成事業の円滑な運営について」（平成１８年３月３１日老計発0331007号厚生労 

働省老健局計画課長通知）より】 

認知症介護実践リーダー研修は、事業所全体で認知症についての理解のもと、本人

主体の介護を行い、生活の質の向上を図るとともに、行動・心理症状（BPSD）を予防

できるチームケアを実施できる体制を構築するための知識・技術を修得すること及び

地域の認知症施策の中で様々な役割を担うことができるようになることをねらいと

する。 

【千葉市保健福祉局地域包括ケア推進課ＷＥＢより】

次の 1～4をすべて満たす方。 

千葉市内に所在地を有する  

1. A.介護保険法第 8条第24項に規定する介護保険施設  

B.介護保険法第 41条に規定する指定居宅サービス事業者  

C.介護保険法第42条の2に規定する地域密着型サービス事業者などに従事する 

介護職員で、適当と認められる方。  

2.介護業務に概ね 5年以上従事した経験を有する方 

3.実践者研修を修了し 1年以上経過している方 

4.全日程出席可能な方 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅳ 
認
知
症
介
護
指
導
者
養
成
研
修 

【「認知症介護実践者等養成事業の円滑な運営について」（平成１８年３月３１日老計発0331007号厚生労働省老健局計画課長通知）より】 

本研修は、認知症介護従事者が認知症についての理解のもと、本人主体の介護を行い、生活の質の向

上を図るとともに、行動・心理症状（BPSD）を予防することができるよう、認知症介護基礎研修、認知

症介護実践研修及び認知症介護実践リーダー研修を企画・立案し、講義、演習、実習の講師を担当する

ことができる知識・技術を習得すること及び介護保険施設・事業者等における介護の質の改善について

指導するとともに、自治体等における認知症施策の推進に寄与できるようになることをねらいとする。 

【千葉市保健福祉局地域包括ケア推進課ＷＥＢより】 

次の1～5のすべてを満たす方のうち、市長又は現に勤務している介護保険事業所の長が適当と認めた方 

１．研修修了後、千葉市認知症介護実践者等養成事業の企画・立案に参画し、又は講師として従事できる 

方で、所属する団体等の長より協力が得られる方。 

※介護保険事業所の長による推薦で受講修了した方も同様にご協力いただきます。 

２．実践リーダー研修を修了している方。 

３．次のいずれかの資格を有する方、又はこれに準ずる方。 

医師、保健師、助産師、看護師、准看護師、理学療法士、作業療法士、言語聴覚士、社会福祉士、 

介護福祉士又は精神保健福祉士 

４．次のいずれかに該当する方で、おおむね5年以上の介護実務経験を有する方。 

・千葉市に所在地を有する 

・介護保険施設・事業所等で介護業務に従事している方 

・福祉系大学や養成学校等で指導的立場にある方 

・民間企業で認知症介護の教育に携わる方 

５．地域ケアを推進する役割を担うことが見込まれている方 

※本研修は、一部オンラインにより実施するため、自施設・事業所等でWEB受講の環境を整えることが前提となります。 

Ａ．センターにおける前期研修 10日  

Ｂ．職場における研修（オンラインによる同時双方向の研修を含む）６週間 

Ｃ. センターにおける後期研修５日 

東京センターでの指導者養成研修受講となる地域（研修を受講する方の地域）は下記のとおり。 

【関東・新潟地区】 茨城県、栃木県、群馬県、埼玉県、千葉県、東京都、神奈川県、新潟県、千葉市、横浜市、川崎市、 

さいたま市、相模原市、新潟市 

【九州・沖縄地区】 福岡県、佐賀県、長崎県、熊本県、大分県、宮崎県、鹿児島県、沖縄県、北九州市、福岡市、熊本市 

実施主体：千葉市 

実施機関：社会福祉法人浴風会 認知症介護研究・研修東京センター 

認知症介護研究・研修東京センター（東京都杉並区） 

(1)千葉市長による推薦者 

研修受講料は千葉市が負担します。また、職員を派遣する法人等に対して、研修にかかる宿泊費、交通費及び代替職員 

の雇用費用の一部を千葉市が補助します。（1法人あたりの上限額あり） 

その他の費用(教材費、交流会費、食事代等)は、受講生にご負担いただきます。 

(2)介護保険事業所の長による推薦者 

すべて受講生にご負担いただきます。 

※東京センター内の宿泊室は満室のため、各自で手配していただきます。 

こちらのQRコードから 

「千葉市認知症介護指導者養成研修」 
の案内にアクセスできます。 
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平成13年度修了【第 3期生】 

特養の介護職・相談員・副施設長などを務め、

35 年以上の実践歴をもつ。 

Q1 当時の指導者に勧められたのと、職場 

（上司）の後押しがあったため 

Q2 他都県市に同じように頑張っている仲間ができたこと 

Q3 活動は大変！ 

でも、その経験をすることでへこたれなくなった（かな？） 

Q4 指導者、受講生との繋がりを活かし、相談に乗ってもらう事 

がある 

Q1 自分自身が認知症について無理解で 

一歩でもスキルアップしたかった  

Q2 人に話す＝伝わるではない。 

なぜ？という根拠を考えることの大切さ  

Q3 人が変われば職場も変わる。受講生に学ぶ大切さとお互 

いの成長 

Q4 答えを教えるのではなく、自分の頭で考えられるように 

指導する 

Q1 医学と介護の溝を埋め 

介護の専門性を高めることに貢献したいと考えたため  

Q2 忍耐と協同、ディベート。 

自分を追い込み突き付け、自らを分析し自覚 

Q3 学び続ける姿勢と伝えることの責任感、自己分析力 

Q4 ジャンルを問わず知らない事はその場で明確にし、蓄え 

ていくこと 

Q1 自分の介護人生に影響を与えて 

くれたこの研修に携わりたいと思い・・・ 

Q2 自分が伝えたい事・したい事 ＜ まわりの役にたつ事を 

伝える・する 

Q3 自己研鑚、自分を追い込む事、人としてどうあるべきか 

考えさせられる 

Q4 物事を伝える時の工夫 

先を読んで用意周到に準備する→そして反省 

社会福祉士・介護福祉士 

4つのＱを包括して回答  

「異常な状況の中で異常な反応をするのは正常である」 

介護を担う者は心に留め、真剣に考えよう。過去の歴史では、

この正常な反応を受け止められず異常と捉えてきた。正しいと

思ってきた介護の在り方が如何にそうでなかったのか考えるこ

とだ。 

優しく謙虚に誠実に真摯に。以上が４つのＱへのＡ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成15年度修了【第 7期生】 

齊藤 勝美 Saito Katsumi 

永嶋 丈晴 Nagashima Takeharu 

秦 裕美 Hata Hiromi 

梅本 聡 Umemoto Satoshi 

株式会社キューシップ 

代表取締役・介護福祉士 

平成19年度修了【第 19期生】 高橋 孝子 Takahashi Takako 

平成20年度修了【第 22期生】 

平成21年度修了【第 25期生】 

医療法人社団ゆうあい会 

やりたクリニック 

介護老人保健施設ユー・アイ倶楽部 

看護部長 

株式会社いずみ  

小規模多機能型居宅介護なるとう 

総括管理者 

村島 淳 Murashima Jyun 

平成22年度修了【第 29期生】 

社会福祉法人穏寿会 

特別養護老人ホーム裕和園 

副施設長 

合同会社AUK 

あしたば 

代表社員・介護支援専門員 

これが趣味です 

10 

Q1 齊藤勝美さんの熱烈な 

「梅ちゃん行ってきて」offerで 

Q2 生涯の仲間。仲間を辞書で調べると 

「(1)ある物事を一緒になってする者 (2)同じ種類に属す 

るもの。同類。」  

僕にとっての仲間とは(1)であり、同志。関係ができた人、

親しい人とは違います 

Q3 狭い世界（職場・千葉）で思考しないこと 

Q4 出会い 

千葉市認知症介護指導者に聞く 

INTERVIEW 

Q1 | 認知症介護指導者養成研修を受講した理由・ 

きっかけは？ 

Q2 | 認知症介護指導者養成研修を受講して得た 

ことや学んだことは？ 

Q3 | 研修修了後、認知症介護指導者として活動 

して得られたものは？ 

Q4 | 研修受講と指導者としての活動を通じ、自分 

の仕事の中で活用していることは？ 

令和３年度千葉市認知症介護実践者等養成事業に参画する 

16名の千葉市認知症介護指導者に聞きました。 



Q1介護に携わる者としてスキルアップ 

したいと考え、受講しました 

Q2受講生への伝え方は工夫しないと正しく伝わらないこと 

Q3自分の中の未熟な部分の自己分析。学びの姿勢 

Q4自分も含め、人の言動の理由を常に考える癖をつけている 

Q1認知症介護の面白さを他者に伝えて 

いきたいと思ったため 

Q2自分は今のままではいけないことを学び、同じ立場の 

仲間を得ました 

Q3自分の数歩先を行く指導者の先輩の皆様 

Q4指導者養成研修修了生（特に同期）とのつながり 

髙橋 秀明 Takahashi Hideaki 

平成24年度修了【第 35期生】 

Q1 梅本聡さんとの出会いにより、 

自分の中に明確な描きが出来たため 

Q2まわりではなく自分を指差すこと（まずは自分） 

Q3考えることは本当に大事な事であるということ 

Q4学ぶ→実践する→振り返る→改善する→学ぶ→実践する 

…の繰り返し 

Q1 認知症介護は介護士のスキルUPにつながる多くの要素を 

持っている。それを伝えたいから 

Q2同じ志を持つ仲間。人に伝えることの難しさ。 

学び続けることの大切さ 

Q3同じ志を持つ仲間。様々な角度から物事を見る視点 

Q4仲間に悩み相談。多角的な視点を生かしたマネージメント 

Q1「認知症」という解明し切れていない 

世界のことをもっと知りたくて 

Q2学べば学ぶ程、自分が無知であると自覚させられたこと。 

生涯勉強！  

Q3相談したり刺激し合える仲間達が北は北海道、南は沖縄まで 

いますよ！ 

Q4課題や実践を参考にして自分の“引き出し”を増やしている 

プラス人脈 

Q1リーダー研修を受け、指導者の方の 

考えに感銘を受けたからです 

Q2切磋琢磨しながら認知症介護を実践できる仲間を得たこと 

です 

Q3根拠を示し、言葉で伝えることの難しさと楽しさ 

Q4人との「縁」。自分を客観的にみつめる視点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

合同会社一心  

ケアプラン一心 

代表社員 

片岡 秀歩 Kataoka Shiho 

寺﨑 一永 Terasaki Kazuei 

平成28年度修了【第 45期生】 

平成28年度修了【第 44期生】 

株式会社マウントバード 

グループホームはなみの家 

ホーム長 

Q1 | 認知症介護指導者養成研修を受講した理由・ 

きっかけは？ 

Q2 | 認知症介護指導者養成研修を受講して得た 

ことや学んだことは？ 

Q3 | 研修修了後、認知症介護指導者として活動 

して得られたものは？ 

Q4 | 研修受講と指導者としての活動を通じ、自分 

の仕事の中で活用していることは？ 

Q1 リーダー研修で学びあった仲間と、更に 

学びを深めたいと感じて受講 

Q2失敗と感じていても視点の変化で成果を得た事に気付ける 

ようになった 

Q3聴いている人が知りたいと感じていることを伝える事の 

必要性 

Q4あっ！と感じた時に、待って行動の理由を探ることを 

続けています 

平成23年度修了【第 32期生】 

社会福祉法人穏寿会 

特別養護老人ホーム裕和園 

統括課長 

滝澤 秀児 Takizawa Shuji 

髙橋 由香利 Takahashi Yukari 

平成23年度修了【第 31期生】 

平成25年度修了【第 36期生】 

日向 雅史 Hinata Masashi 

医療法人社団澄乃会 

① 医療法人社団澄乃会 

② 向日葵ケアプラン 

① 統括マネージャー｜② 管理者 

小西 謙吾 Konishi Kengo 

株式会社マウントバード 

① グループホームきくまの家 

② サービス付き高齢者向け住宅なごみの郷 

①②ホーム長 

平成29年度修了【第 48期生】 

医療法人社団圭恵会 

すずらんクリニック 

↑ 

髙橋秀明は 

私です 

➡ 

学びを吸収して 

日々成長 
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Q1 自分の介護観を作ることが 

できた実践研修に関わり続けたいため 

Q2本質を捉えるには悩むほど考えて、考えて、考え 

続けることが重要！ 

Q3伝えることの意味や言葉の大切さを考え、学び 

続ける意識 

Q4活動で得たことを職場の仲間に伝え、チーム力の 

向上に尽力している 

Q1指導者の先輩から指導者研修の時の 

体験を聞いて行きたいと思ったため 

Q2内省・振り返りの大切さ 

Q3認知症介護を学ぶ時間・アドバイスをくれる指導者の先輩 

Q4「なぜ？」と考えること。チームで考え実践していくこと 

Q1千葉市認知症介護指導者の方からの誘いで 

指導者に興味を持ったため 

Q2事実と解釈の違いや、 

多様な視点から課題を探る技術を学びました 

Q3介護に関わる人たちに発信する機会。言葉の重み、責任感＋ 

追及する楽しさ 

Q4『なぜ』と考える視点をもつこと 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成29年度修了【第 48期生】 

社会福祉法人千葉勤労者福祉会 

グループホームひまわり 

施設長 

認知症介護指導者とは 
認知症介護研究・研修センターでは、平成13 年度より全国の老人福祉施設や在宅サービスの現場等にその成果を普及させること

を目的として、認知症介護の専門職員（認知症介護指導者）の養成を行っています。 

認知症介護指導者は、認知症介護研究・研修センターが実施する「認知症介護指導者養成研修」を受講後、全国で活躍しています。 

主な役割として認知症介護実践研修等について企画・立案に参画し、講義、演習、実習を担当し、また、介護専門職に対する人材育

成の関与に加え、認知症介護指導者自身が所属する事業所を中心とした地域の指導者としての役割も担っています。 

これまでに 2,657 名の認知症介護指導者が誕生しています（平成 31 年 2 月末現在）。 

 

認知症介護指導者の人物像 (Dcnet「認知症介護指導者養成研修パンフレット」 より) 

○ 認知症介護実践者等養成事業の目的に応じ、効果的に授業(講義・演習)を計画し、実践・評価できる 

○ 地域全体の認知症ケアの質向上のために、適切にアドバイスできる 

○ 行政（国、都道府県、市区町村）の認知症施策を理解し、認知症介護指導者として認知症施策に関与できる 

○ 地域において認知症ケアの課題解決のために研究的な活動を展開し、成果を発信できる 

社会福祉法人晴山会 

特別養護老人ホーム晴山苑 

主任ケアワーカー 

12 

こちらのQR コードから 

千葉市認知症介護指導者を紹介する 

「千葉市における認知症介護指導者」 

にアクセスできます。 

月川 健太郎 Tukikawa Kentarou 
石井 紀明 Ishii Noriaki 

平成30年度修了【第 51期生】 

三和 由紀子 Miwa Yukiko 

令和元年度修了【第53期生】 

社会福祉法人常盤会 

特別養護老人ホームときわ園 

生活相談員 



※ 新型コロナウィルス感染症の拡大防止のため、日程を変更又は中止する場合がございます。予めご承知おきください。 

※ 研修の中止につきましては、以下の項目を目安に総合的に判断します。 

① 緊急事態宣言発令 

② 市内医療・介護関係施設における新型コロナウイルス感染症の集団感染（クラスター）の発生 

③ その他、必要と考えられる事案が発生した場合 

なお、中止となる場合には、千葉市保健福祉局地域包括ケア推進課ホームページにて掲載させていただきます。 

※ 申込期間について・・・新型コロナウイルス感染症等の状況により変更となる場合があります。 

令和３年度 千葉市認知症介護 基礎研修 実践者研修 実践リーダー研修 
日程および申込期間 （令和３年４月１日 現在） 千葉市保健福祉局地域包括ケア推進課ＷＥＢより 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基礎研修 
 研修日程 申込期間 

第 １ 回 令和 3 年 06 月 18 日 (金) 令和 3 年 05 月 01 日 (土) ～ 05 月 14 日 (金) 

第 ２ 回 令和 3 年 08 月 18 日 (水) 令和 3 年 07 月 01 日 (木) ～ 07 月 16 日 (金) 

第 ３ 回 令和 3 年 10 月 18 日 (月) 令和 3 年 09 月 01 日 (木) ～ 09 月 17 日 (金) 

第 ４ 回 ※土曜日開催 令和 3 年 12 月 18 日 (土) 令和 3 年 11 月 01 日 (月) ～ 11 月 15 日 (月) 

 

 
 研修日程 自施設実習 申込期間 

第 １ 回 

日程分散型 

令和 3 年 05 月 31 日(月)・06 月 14 日(月) 

令和 3 年 06 月 28 日(月)・07 月 01 日(木) 

令和 3 年 07 月 12 日(月)・08 月 16 日(月) 

令和 3 年 07 月 13 日(火) 

～08 月 09 日(月) 

令和 3 年 4 月 1 日(木) 

～4 月 16 日(金) 

第 ２ 回 

日程分散型 

令和 3 年 08 月 10 日(火)・08 月 20 日(金) 

令和 3 年 08 月 28 日(土)・09 月 01 日(水) 

令和 3 年 09 月 10 日(金)・10 月 14 日(木) 

令和 3 年 09 月 11 日(土) 

～10 月 08 日(金) 

令和 3 年 7 月 1 日(木) 

～7 月 16 日(金) 

第 ３ 回 

全日程 

土・日開催 

令和 3 年 10 月 03 日(日)・10 月 10 日(日) 

令和 3 年 10 月 17 日(日)・10 月 31 日(日) 

令和 3 年 11 月 06 日(土)・12 月 12 日(日) 

令和 3 年 11 月 07 日(日) 

～12 月 04 日(土) 

令和 3 年 9 月 1 日(水) 

～9 月 17 日(金) 

第 ４ 回 

日程分散型 

令和 3 年 11 月 16 日(火)・11 月 26 日(金) 

令和 3 年 12 月 06 日(月)・12 月 16 日(木) 

令和 3 年 12 月 23 日(木) 

令和 4 年 01 月 28 日(金) 

令和 3 年 12 月 24 日(金) 

～令和 4 年 01 月 20 日(木) 

令和 3 年 11 月 1 日(月) 

～11 月 15 日(月) 

 

 
 研修日程 

講義・演習 

令和 3 年 

5 月 17 日(月)・5 月 24 日(月)・6 月 7 日(月)・6 月 21 日(月)・7 月 5 日(月) 

7 月 19 日(月)・8 月 2 日(月)・8 月 23 日(月)・9 月 6 日(月)・9 月 13 日(月） 

他施設実習 令和 3 年 7 月 13 日(火) ～ 7 月 15 日 (木) 

自施設実習 令和 3 年 9 月 14 日(火) ～10 月 11 日 (月) 

実習成果報告 令和 3 年 10 月 20 日(水) 

申込期間 令和 3 年 4 月 1 日(木) ～ 4 月 16 日(金) 
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認知症対応型通所介護・(看護)小規模多機能型居宅介護・認知症対応型共同生活介護の管理者に従事する場合は、

「認知症介護実践者研修」と本研修を修了することが指定要件上、必要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【千葉市保健福祉局地域包括ケア推進課ＷＥＢより】

（厚生労働省の定める標準カリキュラムによる）講義・演習【2日間】 

認知症対応型サービス事業管理者研修 

【「認知症介護実践者等養成事業の円滑な運営について」（平成１８年３月３１日老計 

発0331007号厚生労働省老健局計画課長通知）より】

指定認知症対応型通所介護事業所、指定小規模多機能型居宅介護事業

所、指定認知症対応型共同生活介護事業所及び指定看護小規模多機能型

居宅介護事業所の管理者となる者が、これらの事業所を管理・運営して

いく上で必要な「指定基準等の正しい理解」「職員の労務管理」「適切な

サービス提供のあり方」などの必要な知識・技術を身につけることをね

らいとする。 

【千葉市保健福祉局地域包括ケア推進課ＷＥＢより】

次の 1～4をすべて満たす方 

1. 千葉市内に所在地を有する 

A. 指定認知症対応型通所介護事業所 

    B. 指定小規模多機能型居宅介護事業所 

    C. 指定認知症対応型共同生活介護事業所 

    D. 指定看護小規模多機能型居宅介護事業所 

   などの管理者、または管理者になることが予定されている方 

2. 実践者研修を修了した方 

（リーダー研修まで修了しているとなおよい） 

3. 認知症介護経験が概ね３年以上の方 

4. 全日程出席可能な方 

留意点：千葉市保健福祉局地域包括ケア推進課ＷＥＢより 

※ 新型コロナウイルス感染拡大の状況により、オンラインによる研修に変更させていただく場合がありますので、予めご承知 

おきください。 

※ 新型コロナウィルス感染症の拡大防止のため、日程を変更または中止する場合がございます。予めご承知おきください。 

※ 研修の中止につきましては、以下の項目を目安に総合的に判断します。 

① 緊急事態宣言発令 

② 市内医療・介護関係施設における新型コロナウイルス感染症の集団感染（クラスター）の発生 

③ その他、必要と考えられる事案が発生した場合 

なお、中止となる場合には、千葉市保健福祉局地域包括ケア推進課ホームページにて掲載させていただきます。 

実施主体： 千葉市 

実施機関： 一般社団法人ちば地域密着ケア協議会 

6,000円 
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原則として 20名 

こちらのQRコードから 
「千葉市認知症対応型 

サービス事業管理者研修」 

の案内にアクセスできます。 

 Ⅴ 



【千葉市保健福祉局地域包括ケア推進課ＷＥＢより】 

●指定小規模多機能型居宅介護事業所 ●指定認知症対応型共同生活介護事業所 ●指定看護小規模多機能型居宅介護事業所  

 を開設する法人の代表者、または代表者になることが具体的に予定されている方で全日程出席可能な方。 

 

※次のいずれかを修了している場合は、必要な研修を修了したとみなされますので、改めて開設者研修を受講する必要は 

ありません。 

・認知症介護実践研修（実践者研修・実践リーダー研修）（平成17年度に開催されたもの） 

・認知症高齢者グループホーム管理者研修（平成17年度に開催されたもの） 

・痴呆介護実務研修（基礎課程・専門課程）（平成13～16年度に開催されたもの） 

・認知症介護指導者養成研修（平成13～17年度に開催されたもの） 

・認知症高齢者グループホーム開設予定者研修（平成13年度以降に開催されたもの） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次の1～4をすべて満たす方 

1. 指定小規模多機能型居宅介護事業所及び指定看護小規模多機能型居宅介護事業所の計画作成担当者又は計画作成担当者

になることが予定されている方。 

2. 実践者研修を修了している方 

3. 介護支援専門員の資格を有する方 

4. 全日程出席可能な方 

小規模多機能型居宅介護・看護小規模多機能型居宅介護の計画作成担当者に従事する場合は、「認知症介護実践者研修」

と本研修を修了すること、ならびに介護支援専門員の資格を保有していることが指定要件上、必要です。 

（厚生労働省「認知症介護実践者等養成事業の円滑な運営について」より） 
指定小規模多機能型居宅介護事業所又は指定看護小規模多機能型居宅介護事業所の計画作成担当者となる者が、利用登録

者に関する居宅介護支援計画や指定小規模多機能型居宅介護事業所又は指定看護小規模多機能型居宅介護事業所における小

規模多機能型居宅介護計画又は看護小規模多機能型居宅介護計画を適切に作成する上で必要な、当該サービスに係る「基準

の正しい理解」「適切なサービスの提供」「利用計画作成演習」などの必要な知識・技術を身につけることをねらいとする。 

下記の研修は 千葉県 が実施主体です。 

申込み窓口は千葉市ですが、修了証書等は千葉県から発行されます。 

認知症対応型サービス事業開設者研修 

（厚生労働省「認知症介護実践者等養成事業の円滑な運営について」より） 

指定小規模多機能型居宅介護事業所、指定認知症対応型共同生活介護事業所及び指定看護小規模多機能型居宅介護事業所

の代表者となる者が、これらの事業所を運営していく上で必要な「認知症高齢者の基本的な理解」「認知症高齢者ケアのあり

方」「適切なサービス提供のあり方」などの必要な知識を身につけることをねらいとする。 

(看護)小規模多機能型居宅介護・認知症対応型共同生活介護の代表者に就任する場合は、本研修を修了することが

指定要件上、必要です。 

 Ⅵ 

小規模多機能型サービス等 

計画作成担当者研修 

こちらの QRコードから 
「認知症対応型サービス事業 

開設者研修」 
の案内にアクセスできます。 

こちらのQRコードから 

「小規模多機能型サービス等 
計画作成担当者研修」 

の案内にアクセスできます。 
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認知症介護実践者研修・実践リーダー研修、認知症介護指導者養成研修 
は、加算算定の要件に該当する研修 

 

 

 

 

 

【認知症加算】  

認知症高齢者の日常生活自立度Ⅲ以上に該当する者を積極的に受け入れるための体制や、要介護３以上の高齢者を積

極的に受け入れる体制を整えている通所介護事業所を評価する観点から創設された加算です。 

 

【認知症専門ケア加算】  

専門的な認知症ケアを普及する観点から、介護保険施設やグループホームにおいて、 認知症介護について一定の経

験を有し、国や自治体が実施又は指定する認知症ケアに関する専門研修を修了した者が介護サービスを提供することに

ついて評価を行う観点から創設された加算です。 

なお、令和３年度介護報酬改定により令和３年４月からは、訪問介護、訪問入浴介護、夜間対応型訪問介護、定期巡

回・随時対応型訪問介護看護においても当該加算の算定が可能となりました。 

 

厚生労働省が定める「認知症介護実践者等養成事業」における研修は以下のとおり加算算定の要件に該当する研修で

あるとともに、本書 6 頁に記載するとおり一部の指定地域密着型サービス事業所の指定要件であることもあり、研修に

一定の質を確保する観点から研修時間数やカリキュラムの内容が示され、また標準カリキュラムに沿った形での研修の

実施が求められています。 

認知症加算 60単位／日 

通所介護・地域密着型通所介護 

1.指定基準に規定する介護職員又は看護職員の員数に加え、介護職員又は看護職員を常勤換算方法で2以上確保していること。 

2.前年度又は算定日が属する月の前3月間の利用者の総数のうち、認知症高齢者の日常生活自立度III以上の利用者の占める割合が

100分の20以上であること。 

3.指定通所介護を行う時間帯を通じて、専ら当該指定通所介護の提供に当たる認知症介護指導者養成研修、認知症介護実践リーダー

研修、認知症介護実践者研修、認知症看護に係る適切な研修を修了した者を1名以上確保していること。 

※認知症看護に係る適切な研修とは（介護保険最新情報vol.953より） 

①日本看護協会認定看護師教育課程「認知症看護」の研修 

②日本看護協会が認定している看護系大学院の「老人看護」および「精神看護」の専門看護師教育課程 

③日本精神科看護協会が認定している「精神科認定看護師」 

・ただし、③については認定証が発行されている者に限る。 

認知症専門ケア加算 【認知症専門ケア加算Ⅰ 3単位／日  認知症専門ケア加算Ⅱ 4単位／日】 

特定施設入居者生活介護・認知症対応型共同生活介護・地域密着型特定施設入居者生活介護・地域密着型介護老人福祉施設入居者生

活介護・介護老人福祉施設・介護老人保健施設・短期入所生活介護・短期入所療養介護・介護医療院 

訪問介護・訪問入浴介護・夜間対応型訪問介護・定期巡回・随時対応型訪問介護看護 

【認知症専門ケア加算Ⅰ】 

1.認知症日常生活自立度Ⅲ以上の者が、入所者・入居者の1/2以上 

2.認知症介護実践リーダー研修修了者、認知症看護に係る適切な研修を修了した者を、認知症日常生活自立度Ⅲ以上の者が20人 

 未満の場合は1名以上配置し、20人以上の場合は10又はその端数を増すごとに1名以上を配置 

3.職員間での認知症ケアに関する留意事項の伝達又は技術的指導会議を定期的に実施 

【認知症専門ケア加算Ⅱ】 

1.認知症専門ケア加算Ⅰの要件を満たし、かつ、認知症介護指導者研修修了者を1名以上配置（認知症日常生活自立度Ⅲ以上の者 

 が10人未満の場合は実践リーダー研修修了者と指導者研修修了者は同一人で可） 

2.介護・看護職員ごとの研修計画を作成し、実施 
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掲載している数字は、「全国介護保険・高齢者保健福祉担当課長会議」資料(令和2年 3
月20日厚生労働省老健局)から抜粋したものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 千葉市 千葉県 全国 

認知症介護実践者研修 2,753 3,107 283,299 

認知症介護実践リーダー研修 230 368 43,762 

認知症介護基礎研修 459 293 39,031 

認知症介護指導者養成研修 28 52 2,469 

認知症対応型サービス事業管理者研修 669 2,723 87,998 

小規模多機能型サービス等計画作成担当者研修 197 553 27,003 

認知症対応型サービス事業開設者研修 84 329 14,273 

認知症介護指導者フォローアップ研修 5 0 1,196 

 千葉市 千葉県 全国 

認知症サポート医養成研修 35 419 9,878 

認知症サポート医フォローアップ研修 0 834 21,495 

かかりつけ医認知症対応力向上研修 213 942 63,020 

病院勤務医の医療従事者向け認知症対応力向上研修 1,557 1,871 88,906 

歯科医認知症対応力向上研修 128 470 12,465 

薬剤師認知症対応力向上研修 204 870 24,226 

看護職員認知症対応力向上研修 83 55 14,953 

 

総人口 

 

高齢
化率 

サポーター 
講座 

開催回数 

メイト
数 

(※1) 

  

サポーター

数 
(※2) 

メイト 
＋ 

サポーター

数 
(※1＋※2) 

総人口に 

占める 

割合 

(メイト＋ 

サポーター) 

メイト＋ 

サポーター 

1人当たり

担当高齢者

人口 

総人口

10000

人 

当たりの 

講座開催 

回数 

65歳以上 

人口 

活動 
メイト
数 

非活動 
メイト
数 

千葉県 6,311,190 1,681,934 26.7% 13,089 4,515 3,008 1,507 491,385 495,900 7. 857% 3. 4 20.739 

全国 127,443,563 35,185,241 27.6% 349,679 151,251 99,010 52,241 11,532,282 11,683,533 9. 168% 3. 0 27.438 

今後の認知症高齢者の増加により、身近な主治医（かかりつけ医）のもとに通院する高齢者の中からも経過中に認

知症を発症するケースの増加等が予想される ことから、かかりつけ医が適切な認知症診断の知識・技術等を修得で

きるための研修及びかかりつけ医への助言その他の支援を行う認知症サポート医の養成を行うとともに、病院勤務

の医療従事者が認知症ケアについて理解し適切な対応をできるようにするための研修等を実施する。 
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1. 数字単位：人   2. 全国の数字は、47都道府県と20政令市の数字の合計 

1. 数字単位：人   2. 全国の数字は、47都道府県と20政令市の数字の合計 

全国47都道府県ならびに全国合計の数字一覧のうち、千葉県と全国の数字を下記に掲載します。 

都道府県別キャバン・メイト数、認知症サポーター数（自治体型）／令和元年12月31日現在 

※ 平成30年12月31日までに提出された実施報告書による    ※ 窓口：連絡先として設置されている自治体等を含む 
※ 登録から2年未満のキャラバン・メイトは、活動メイトとしている 
※ 登録から2年間にわたり講座開催実績のないキャラバン・メイトは、非活動メイトとしている 
※ 人口は、高齢者人口：総務省発表 住民基本台帳による（平成31年1月1日現在） 

認知症介護実践者等養成事業／受講者数累計 【平成17～30年度】 

認知症地域医療支援事業／受講者数累計 【平成17～30年度】 



認知症疾患医療センターとは 

認知症の状態にある方とその御家族が住み慣れた地域で安心して生活ができるための支援の一つとして、認知症疾患に関する鑑別診断、

行動・心理症状と身体合併症に対する急性期治療、専門医療相談等を実施するとともに、地域保健医療・介護関係者への研修等を行う

ことにより、地域における認知症に対して進行予防から地域生活の維持まで必要な医療を提供できる機能体制の構築を図ることを目的

として、都道府県や政令指定都市が国の定める設置基準への適合等を審査の上、指定する病院に設置するものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

医療機関名 開設者（設立法人等） 
指定(予定)年月日 

(最初の指定年月日) 
住所 類型 

千葉大学医学部付属病院 国立大学法人千葉大学 H29.4.1 (H24.4.1) 千葉市中央区玄鼻1-8-1 地域型 

千葉大学医学部附属病院内 認知症疾患医療センター 電話 043-226-2736・2256 FAX 043-226-2738 

月曜日～金曜日（祝祭日、年末年始除く）9 時～15 時（FAX は24 時間受け付けています）※まずは電話でご相談ください 

千葉市認知症疾患医療センターホームページ www.ho.chiba-u.ac.jp/ninchi/ 

■ 認知症カフェ 
認知症カフェとは、認知症の状態にある人やご家族、地域住民や専門職等が自由に集い、認知症の症状の悪化予防、家族の 

介護負担の軽減等をはかっていくことを目的とした集いの場（カフェ）です。 

■ 認知症ケアパス 
認知症のことを知っていただき、認知症に対する不安の軽減を図れるよう、進行に合わせて受けられる千葉市のさまざまな 

サービスやその他の支援などの情報をわかりやすくまとめているものです。 

■ 若年性認知症の電話相談 
[若年性認知症コールセンター]若年性認知症の方やその家族等からの電話相談に応じるとともに、関係機関への連絡調整を 

行います。 
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その他 千葉市の 『認知症の状態にある方に対する支援』 

■ ちば認知症相談コールセンター 
認知症の状態にある方の介護をしている家族の方等が気軽に利用できる相談電話です。 

認知症疾患医療センターの設置状況について（千葉市）／平成31年1月末現在 

■ 認知症介護講習会・相談交流会 
自宅等で認知症の状態にある方を介護している家族及び地域の方を対象に介護研修を実施しています。 

 

■ 徘徊高齢者SOSネットワーク 
徘徊により行方不明となった場合に、その情報を市の関係機関に提供し、早期発見・早期保護を図ります。 

 

■ 高齢者保護情報共有サービス 
ＱＲコードが印刷されたラベル・シールとICTサービス（どこシル伝言板）を用いて、自らの個人情報を開示せずに、対象 

となる方の安否情報等をインターネット上で共有し、認知症による徘徊症状により行方不明となった方の身元確認や家族へ 

の引渡しを円滑に行います。 

■ 認知症サポーター 
町内会、学校、商店会、職場、有志などの集まりに講師が出向いて、認知症についての勉強会を実施します。 

■ 千葉市認知症ナビ 
千葉市の認知症に関連する情報を集約しているサイトです。 

認知症ご本人やご家族、医療・介護従事者などの支援者の方、 

企業・事業所の方など、対象者別に市からの情報を発信して 

います。 

こちらのQRコードから 
「千葉市認知症ナビ」 

にアクセスできます。 
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Twitter 

@ccdc_shidousya 

一般社団法人千葉市認知症介護指導者の会 
公式Twitter 

https://twitter.com/ccdc_shidousya 

一般社団法人千葉市認知症介護指導者の会 
公式ホームページ 

https://www.chibashi-dc-shidousya.com/ 


